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太陽が自転しているため、赤道面の太陽風中の惑星間空間磁場（IMF）は、アルキメデススパイラルに沿った方

向になる。惑星間空間で観測される太陽の赤道面上の IMF の方向と太陽の半径方向のなす角は、太陽からの距離に

比例し、太陽風の速度に反比例する。地球付近の平均的な太陽風の速度 400km/s に対して、地球付近の IMF の方向

は、45 度になることが計算で求められる。衛星の観測により、平均的には 45 度の方向になることが確かめられて

いる。しかしながら、時々これとは大幅にずれたラジアルな（ほぼ太陽方向の）IMF が長時間観測されることがあ

る。これまでの研究で、コロナホールからの高速太陽風の速度が徐々に減少していく領域や ICME（Interplanetary 

counterpart of Coronal Mass Ejection）の後ろ側の領域で、しばしば、このような現象が観測されている。また、

このような現象は、Ulysses 衛星により 5AU 付近の太陽風中でも観測されている。 

 

本報告では、約 40 年間の太陽風の観測データを用いて、ラジアルな IMF が長時間継続する現象について統計的

な解析を行った。その結果、このような現象は、太陽風の速度がゆっくりと減少する領域でよく観測されることが

わかった。また、ICME の後ろ側の領域やコロナホールからの高速太陽風の後ろ側の領域だけでなく遅い太陽風の

領域でも観測されることがわかった。さらに、ラジアルな IMF が長時間継続する現象は、極大期付近より極小期付

近によく観測されることがわかった。 

 


